
  

 

  社 
楽 

神
奈
川
県
立
川
崎
図
書
館 

が
所
蔵
す
る 

全
国
有
数
の
〈
社
史
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
〉
を 

さ
ら
に
活
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、 

社
史
の
使
い
方
や
、
社
史
の
楽
し
さ
、 

社
史
情
報
な
ど
を
お
届
け
し
て
い
き
ま
す
。 
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朝
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
あ
さ
が
来
た
」
で
主

人
公
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
明
治
の
女
性
実
業
家
、

広
岡
浅
子
（
１
８
４
９
～
１
９
１
９
年
）
。 

京
都
の
豪
商
・
出
水
（
小
石
川
）
三
井
家
に
生

ま
れ
、
大
阪
の
豪
商
・
加
島
屋
の
広
岡
信
五
郎
に

嫁
い
で
ま
も
な
く
明
治
維
新
を
迎
え
ま
す
。
社
会

構
造
の
大
転
換
の
中
、
新
し
い
時
代
の
波
に
乗

り
、
炭
鉱
ビ
ジ
ネ
ス
を
皮
切
り
に
、
大
同
生
命
や

加
島
銀
行
、
日
本
女
子
大
学
な
ど
の
設
立
に
関
わ

り
ま
し
た
。 

今
回
の
「
社
楽
」
で
は
、
女
性
が
表
に
出
る
こ

と
の
少
な
い
時
代
に
企
業
経
営
者
と
し
て
活
躍

し
た
広
岡
浅
子
に
ま
つ
わ
る
社
史
を
ひ
も
と
い

て
み
ま
す
。 

 

ＳＨＡ 
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「
あ
さ
が
来
た
」 

社
史
に
み
る
広
岡
浅
子 

【
出
自
と
気
質
】 

 

広
岡
浅
子
は
、
１
８
４
９
年
に
京
都
の
豪
商
・

出
水
三
井
家
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
幼
少
の
こ
ろ
か

ら
、
丁
稚
と
の
相
撲
や
木
登
り
な
ど
体
を
動
か
す

こ
と
や
、
男
兄
弟
が
す
る
学
問
に
興
味
を
持
ち
、

「
四
書
」
を
襖
の
陰
で
聞
き
、
書
物
を
読
む
よ
う

な
子
ど
も
だ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

浅
子
が
生
ま
れ
育
っ
た
頃
の
生
家
の
商
売
の

様
子
に
つ
い
て
『
三
井
事
業
史 

本
編
第
一
巻
』

（
１
９
８
０
年
刊
）
に
よ
る
と
、
幕
末
の
政
情
不

安
と
物
価
騰
貴
の
世
情
の
中
、
例
外
な
く
苦
境
に

陥
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
そ
の
後
、
三
井
家
は
明

治
維
新
を
経
て
新
政
府
と
財
政
面
で
の
関
係
を

築
く
こ
と
に
成
功
し
大
き
な
飛
躍
を
と
げ
ま
す
。 

浅
子
は
、
加
島
屋
に
嫁
い
だ
後
も
人
脈
、
資

金
面
な
ど
で
生
家
と
深
い
関
係
を
築
き
、
様
々

な
事
業
を
展
開
し
て
い
く
上
で
大
き
な
力
に
な

り
ま
し
た
。 

【
事
業
家
と
し
て
の
浅
子
評
】 

『
大
同
生
命
七
十
年
史
』（
１
９
７
３
年
刊
）
は
、

事
業
家
と
し
て
の
浅
子
に
つ
い
て
、「
い
ま
だ
男

尊
女
卑
の
思
想
が
国
中
に
浸
透
し
て
い
た
封
建

的
な
明
治
の
時
代
に
、
女
性
の
身
で
事
業
経
営

に
敢
然
と
し
て
立
ち
向
か
っ
た
広
岡
浅
子
は
、

財
界
の
激
流
に
も
流
さ
れ
ず
、
男
も
お
よ
ば
ぬ

ほ
ど
の
気
概
を
示
し
、
名
家
の
面
目
を
み
ご
と

に
維
持
発
展
さ
せ
た
紅
一
点
と
し
て
、
広
岡
家

の
歴
史
に
異
彩
を
放
っ
て
い
る
。」
と
し
、 

（
裏
面
に
つ
づ
く
） 



  

 

  

（
１
面
か
ら
つ
づ
く
） 

「
２
０
歳
の
と
き
、
維
新
の
動
乱
が
起
り
、
広
岡

家
の
家
運
は
に
わ
か
に
傾
い
た
。
豪
気
、
英
明
な

天
性
に
恵
ま
れ
た
浅
子
は
奮
然
と
し
て
立
ち
上

が
り
、
傾
く
家
運
の
ば
ん
回
を
は
か
っ
た
。
み
ず

か
ら
鉱
山
や
銀
行
の
経
営
に
あ
た
り
、
あ
る
と
き

は
坑
内
に
く
ぐ
っ
て
、
荒
く
れ
た
坑
夫
ら
と
起
き

伏
し
を
と
も
に
し
、
そ
の
た
め
常
に
護
身
用
の
ピ

ス
ト
ル
を
離
さ
な
か
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
計
数

の
知
識
も
豊
か
で
、
男
子
に
率
先
し
て
そ
の
卓
越

し
た
才
腕
を
銀
行
経
営
に
ふ
る
っ
た
。」 

「
男
も
た
め
ら
う
よ
う
な
冒
険
的
事
業
に
あ
え

て
乗
り
だ
し
た
の
で
、
狂
気
扱
い
に
さ
れ
た
こ
と

も
た
び
た
び
で
あ
っ
た
と
い
う
。
浅
子
は
徹
頭
徹

尾
男
ま
さ
り
の
タ
イ
プ
で
、
そ
の
大
柄
な
か
ら
だ

を
洋
装
で
か
ざ
り
、
縦
横
無
尽
に
活
躍
す
る
姿

は
、
ま
さ
し
く
明
治
の
大
阪
財
界
な
ら
び
に
婦
人

界
で
注
目
さ
れ
た
女
丈
夫
（
じ
ょ
じ
ょ
う
ふ
）
で

あ
っ
た
。」
な
ど
と
評
し
て
い
ま
す
。 

【
炭
鉱
事
業
で
資
金
を
得
る
】 

浅
子
が
、
自
ら
経
営
に
あ
た
っ
た
と
さ
れ
る
鉱

山
は
、
潤
野
（
う
る
の
）
炭
鉱
と
呼
ば
れ
、
現
在

の
福
岡
県
飯
塚
市
に
位
置
し
て
い
ま
し
た
。
加
島

屋
は
１
８
８
４
年
頃
か
ら
炭
鉱
事
業
を
始
め
、
紆

余
曲
折
の
末
、
炭
鉱
の
再
開
発
に
成
功
し
ま
す
。 

そ
の
後
、
事
業
は
１
８
９
９
年
に
潤
野
炭
鉱
を

含
む
周
辺
の
炭
鉱
が
、
官
営
八
幡
製
鉄
所
の
燃
料

供
給
地
と
し
て
国
に
買
い
上
げ
ら
れ
、
二
瀬
炭
鉱

と
な
る
ま
で
続
き
ま
し
た
。 

の
ち
に
、
炭
鉱
を
所
有
し
た
日
鉄
鉱
業
の
『
創

立
拾
年
史
』
（
１
９
４
９
年
刊
）
に
は
、
二
瀬
炭

鉱
の
写
真
が
見
開
き
で
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
炭
鉱

の
面
影
が
う
か
が
え
ま
す
。 

ま
た
、
同
社
『
四
十
年
史
』（
１
９
７
９
年
刊
）

に
は
、
潤
野
炭
鉱
の
買
収
交
渉
に
つ
い
て
記
載
さ

れ
、
所
有
者
と
し
て
浅
子
の
夫
で
あ
る
広
岡
信
五

郎
の
名
前
が
登
場
し
ま
す
。 

【
浅
子
の
夫
・
広
岡
信
五
郎
】 

広
岡
信
五
郎
は
、
謡
や
茶
の
湯
に
親
し
む
教
養

人
で
、
そ
れ
は
大
阪
商
人
の
嗜
み
で
も
あ
り
ま
し

た
。
そ
ん
な
仲
間
内
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
の
相
談
が
始

ま
り
、
信
五
郎
が
最
大
出
資
者
と
し
て
参
加
し
、

１
８
８
９
年
、
初
代
社
長
に
就
任
し
た
の
が
、
尼

崎
紡
績
（
現
、
ユ
ニ
チ
カ
）
で
す
。 

『
ユ
ニ
チ
カ
百
年
史 

上
巻
』
（
１
９
９
１
年
刊
）

に
は
、
尼
崎
紡
績
設
立
の
経
緯
と
共
に
信
五
郎
に

つ
い
て
、「
大
阪
屈
指
の
分
限
者
（
財
産
家
）。
早

く
か
ら
独
立
し
て
広
岡
商
店
を
興
し
絹
布
を
営

業
、
別
に
加
島
銀
行
を
創
立
し
た
。
当
社
の
初
代 

社
長
。」
と
写
真
と
共
に
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
『
大
日
本
紡
績
株
式
會
社
五
十
年
記

要
』（
１
９
４
１
年
刊
）
に
は
「
尼
崎
紡
績
會
社

創
立
御
願
」
の
複
製
が
付
い
て
お
り
、
信
五
郎

の
筆
跡
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

さ
ら
に
信
五
郎
を
含
む
尼
崎
紡
績
を
始
め
と

し
た
４
社
の
首
脳
陣
な
ど
の
発
起
人
を
得
て
、

紡
績
業
の
原
料
と
な
る
綿
花
の
直
輸
入
会
社
の

設
立
に
向
け
て
動
き
出
し
、
１
８
９
２
年
に
設

立
さ
れ
た
の
が
、
日
本
綿
花
（
現
、
双
日
）
で

す
。（『
ニ
チ
メ
ン
１
０
０
年
』（
１
９
９
４
年
刊
）

よ
り
） 

そ
の
他
、
大
阪
取
引
所
の
取
締
役
に
就
任
す

る
な
ど
、
信
五
郎
は
大
阪
の
財
界
人
と
し
て
活

躍
し
ま
し
た
。 

【
加
島
銀
行
の
設
立
】 

江
戸
時
代
か
ら
両
替
店
を
家
業
と
し
て
き
た

加
島
屋
で
す
が
、
炭
鉱
事
業
な
ど
で
得
た
資
金

を
も
と
に
、
１
８
８
８
年
、
大
阪
市
中
央
区
を

本
店
と
し
た
加
島
銀
行
を
創
立
し
、
近
代
的
金

融
機
関
へ
と
脱
皮
し
ま
す
。
浅
子
の
義
弟
の
広

岡
久
右
衛
門
正
秋
が
初
代
社
長
を
務
め
、
浅
子

も
大
き
な
貢
献
を
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

加
島
銀
行
は
『
大
同
生
命
七
十
年
史
』
に
よ  



  

 

  

る
と
「
大
正
１
５
年
１
月
現
在
、
公
称
資
本
金
３

０
２
０
万
円
で
、
大
阪
市
に
本
店
を
置
く
１
５
の

銀
行
の
う
ち
、
住
友
、
三
十
四
、
山
口
に
つ
ぐ
大

銀
行
で
あ
っ
た
。
」
と
記
述
さ
れ
て
お
り
、
他
行

と
と
も
に
関
西
の
経
済
・
産
業
界
を
支
え
る
役
割

を
担
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

と
こ
ろ
が
昭
和
初
期
の
金
融
恐
慌
に
よ
り
、 

「
業
績
は
急
激
に
悪
化
し
、
休
業
こ
そ
は
免
れ
た

も
の
の
、
早
晩
整
理
を
必
要
と
す
る
情
勢
に
追
い

込
ま
れ
」
、
事
業
の
整
理
・
譲
渡
を
余
儀
な
く
さ

れ
ま
す
。
整
理
の
様
子
に
つ
い
て
は
、
「
川
崎
第

百
銀
行
（
現
、
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
）
、
第
一

合
同
銀
行
（
現
、
中
国
銀
行
）
の
２
行
に
対
し
、

東
京
市
内
、
岡
山
市
内
、
広
島
、
福
山
、
徳
山
、

岡
山
県
郡
部
の
大
部
分
の
支
店
を
譲
渡
し
た
。
さ

ら
に
、
２
次
整
理
を
実
施
し
、
日
本
興
業
銀
行
に

名
古
屋
支
店
の
営
業
い
っ
さ
い
を
譲
渡
し
た
。
」

と
あ
り
ま
す
。
（
い
ず
れ
も
『
大
同
生
命
七
十
年

史
』
よ
り
） 

さ
ら
に
『
大
和
銀
行
七
十
年
史
』
（
１
９
８
８

年
刊
）
に
よ
る
と
、
１
９
２
９
年
の
「
第
３
次
の

最
終
整
理
で
は
、
大
和
銀
行
（
現
、
り
そ
な
銀
行
）

の
前
身
で
あ
る
野
村
銀
行
が
、
大
阪
を
中
心
に
東

京
な
ど
合
わ
せ
て
１
４
支
店
、
１
４
出
張
所
を
引

き
継
ぎ
、
山
口
銀
行
、
鴻
池
銀
行
（
の
ち
に
両
行

は
合
併
し
三
和
銀
行
等
を
経
て
、
現
、
三
菱
東
京 

 

Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
）
が
合
わ
せ
て
１
５
支
店
６
出
張
所

を
引
き
継
い
だ
。
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
関
西
圏

の
み
な
ら
ず
、
関
東
か
ら
関
西
以
西
に
ま
で
進
出

す
る
有
力
銀
行
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

廃
業
時
の
整
理
に
よ
り
、
各
行
に
多
く
の
店
舗
と

人
材
が
継
承
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
頃
に
な
る
と
、
浅
子
の
娘
婿
で
あ
る
広
岡

恵
三
が
第
二
代
社
長
を
務
め
て
い
ま
し
た
。
整
理

時
の
様
子
に
つ
い
て
は
『
大
同
生
命
七
十
年
史
』

に
「
加
島
銀
行
の
整
理
に
あ
た
っ
て
、
広
岡
社
長

は
、
損
失
を
す
べ
て
広
岡
一
門
で
負
担
し
、
預
金

者
は
も
ち
ろ
ん
他
の
株
主
や
債
権
者
に
は
、
な
ん

ら
迷
惑
を
か
け
な
い
根
本
方
針
を
つ
ら
ぬ
い

た
。」「
加
島
銀
行
の
整
理
に
よ
る
累
を
大
同
生
命

に
及
ぼ
さ
ぬ
よ
う
に
日
夜
苦
心
を
重
ね
た
」
と
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
。 

【
大
同
生
命
の
設
立
】 

１
８
９
５
年
、
広
岡
家
に
真
宗
生
命
か
ら
再
建

話
が
持
ち
掛
け
ら
れ
ま
す
。
真
宗
生
命
は
、
２
万

を
超
え
る
真
宗
寺
院
、
２
０
０
万
戸
の
信
徒
を
基

盤
と
し
発
足
し
ま
し
た
が
、
一
宗
派
を
背
景
に
発

足
し
た
こ
と
で
逆
に
募
集
市
場
を
狭
め
た
こ
と
、

募
集
競
争
が
激
し
く
な
り
、
い
た
ず
ら
に
拡
張
を

焦
っ
て
新
契
約
の
獲
得
に
狂
奔
し
た
こ
と
な
ど

で
、
衰
退
す
る
社
運
の
自
力
挽
回
は
す
で
に
不
可

能
な
情
勢
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

以
下
、
『
大
同
生
命
七
十
年
史
』
か
ら
の
要

約
・
引
用
を
続
け
ま
す
。 

「
生
命
保
険
事
業
の
性
質
上
、
社
会
的
信
用
の

回
復
こ
そ
最
も
先
決
の
問
題
と
し
て
、
当
時
大

阪
財
界
で
、
そ
の
財
力
、
声
望
と
も
に
有
数
の

名
門
で
あ
り
、
し
か
も
本
願
寺
の
門
徒
総
代
格

で
も
あ
っ
た
広
岡
家
の
助
力
を
求
め
る
こ
と
に

衆
議
一
決
し
（
中
略
）
同
社
再
建
の
可
能
性
を

説
い
て
、
そ
の
救
済
を
懇
請
し
た
。」 

救
済
の
要
請
を
受
け
て
広
岡
家
で
は
、「
生
命

保
険
事
業
が
他
の
一
般
営
利
事
業
と
異
な
り
、

相
互
扶
助
の
精
神
を
基
調
と
す
る
社
会
公
益
の

た
め
の
事
業
で
あ
る
こ
と
に
強
く
心
を
動
か
さ

れ
」
経
営
を
引
き
継
ぎ
、
真
宗
生
命
は
、
朝
日

生
命
と
し
て
再
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
１
９
０
２
年
、
朝
日
生
命
が
主
体

と
な
り
、
東
京
の
護
国
生
命
、
北
海
道
の
北
海

生
命
と
の
合
併
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
の
が
大
同

生
命
で
す
。 

三
社
合
併
の
責
任
者
で
、
大
同
生
命
設
立
の

立
役
者
で
あ
る
中
川
小
十
郎
（
の
ち
に
台
湾
銀

行
頭
取
、
立
命
館
大
学
初
代
総
長
。
創
立
資
金

は
、
加
島
銀
行
と
朝
日
生
命
に
よ
り
無
担
保
で

融
通
。
）
、
若
く
し
て
第
二
代
社
長
と
な
っ
た
広

岡
恵
三
を
支
え
る
星
野
行
則
、
祇
園
清
次
郎
は
、 

（
４
面
に
つ
づ
く
） 



 （
３
面
か
ら
続
く
） 

い
ず
れ
も
浅
子
の
知
遇
を
得
た
人
物
で
あ
り
、
有
能
な
人
材
を
見

抜
く
確
か
な
目
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。 

大
同
生
命
が
発
展
し
て
い
く
上
で
、
最
も
大
き
な
役
割
を
担
っ

た
の
は
広
岡
恵
三
で
す
。
恵
三
は
、
元
播
州
小
野
藩
主
の
一
柳
家

に
生
ま
れ
、
浅
子
・
信
五
郎
夫
妻
の
娘
婿
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の

活
躍
は
大
同
生
命
に
と
ど
ま
ら
ず
、
広
岡
家
の
事
業
全
般
に
及
び

ま
し
た
。
１
９
０
９
年
に
第
二
代
社
長
に
就
任
し
て
以
来
、
１
９

４
２
年
ま
で
三
十
三
年
の
長
き
に
わ
た
り
大
同
生
命
の
社
長
を

務
め
、
有
力
生
保
に
育
て
あ
げ
ま
し
た
。 

『
大
同
生
命
１
０
０
年
の
挑
戦
と
創
造
』
（
２
０
０
３
年
刊
）
に

は
、
恵
三
の
経
営
の
特
色
と
し
て
「
生
命
保
険
会
社
と
し
て
の
公

共
的
使
命
を
果
た
す
に
は
、
株
式
を
分
散
せ
ず
、
広
岡
家
に
集
中

し
て
お
く
べ
き
」
と
い
う
理
念
を
挙
げ
、
そ
の
考
え
は
「
利
益
の

大
部
分
を
加
入
者
に
提
供
し
、
そ
の
残
り
も
株
主
の
占
有
と
せ

ず
、
代
理
店
・
従
業
員
に
分
配
し
た
こ
と
に
も
現
れ
て
い
る
」
と

紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。 

恵
三
は
ほ
か
に
も
、
大
分
銀
行
頭
取
（
１
９
２
２
年
、
大
分
銀

行
が
反
動
恐
慌
に
よ
り
休
業
状
態
に
陥
っ
た
際
に
、
加
島
銀
行
が

再
建
に
協
力
）
、
奈
良
軌
道
（
現
、
近
畿
日
本
鉄
道
）
の
初
代
社

長
を
務
め
る
な
ど
幅
広
い
分
野
で
足
跡
を
残
し
ま
し
た
。（『
大
分

銀
行
１
２
０
年
史
』
（
２
０
１
４
年
刊
）
、
『
近
畿
日
本
鉄
道
１
０

０
年
の
あ
ゆ
み
』
（
２
０
１
０
年
刊
）
よ
り
）
。 

広
岡
家
は
、
１
９
５
３
年
ま
で
四
代
に
わ
た
り
大
同
生
命
の
社

長
職
を
務
め
、
大
同
生
命
は
現
在
ま
で
百
年
以
上
に
亘
り
事
業
を

継
続
し
て
い
ま
す
。 

 
○ 

浅
子
は
、
手
掛
け
た
事
業
が
軌
道
に
乗
り
、
夫
・
信
五
郎
の
没

後
、
娘
婿
の
恵
三
が
家
督
を
継
い
だ
の
を
見
届
け
た
の
ち
、
成
瀬

仁
蔵
ら
と
日
本
女
子
大
学
を
創
立
す
る
な
ど
女
子
教
育
に
力
を
注

ぎ
ま
し
た
。 

６
３
歳
で
洗
礼
を
う
け
た
浅
子
は
信
仰
活
動
に
も
強
い
意
欲
を

み
せ
、
大
阪
は
も
と
よ
り
関
東
か
ら
北
海
道
ま
で
伝
道
の
足
を
の

ば
す
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。 

晩
年
に
は
常
々
「
私
は
遺
言
は
し
な
い
。
平
常
い
う
こ
と
が
み

な
遺
言
で
あ
る
」
と
漏
ら
し
て
悟
り
の
境
地
に
入
っ
て
い
た
、
と 

『
大
同
生
命
七
十
年
史
』
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ 

様
々
な
社
史
を
辿
っ
て
み
る
と
、
実
業
界
に
お
け
る
広
岡
家
の

活
躍
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
が
多
岐
に
渡
る
こ
と
に
驚
か

さ
れ
ま
し
た
。 

現
在
、
発
行
さ
れ
て
い
る
社
史
の
記
載
に
、
表
立
っ
て
広
岡
浅

子
の
名
前
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
そ
う
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
そ
の
存
在
が
「
あ
さ
が
来
た
」
で
、
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ

た
こ
と
で
、
お
そ
ら
く
こ
れ
か
ら
刊
行
さ
れ
る
各
社
の
社
史
で
は

詳
し
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

こ
の
よ
う
に
、
過
去
に
新
た
な
光
が
当
た
り
、
通
史
に
新
し
い

風
が
吹
き
込
ま
れ
て
内
容
が
変
化
し
て
ゆ
く
と
い
う
の
も
社
史
の

醍
醐
味
の
一
つ
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
関
係
各
社
の
新
し
い
社

史
を
楽
し
み
に
待
つ
こ
と
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

（
科
学
情
報
課 

青
山
） 
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